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CHAPTER 1 

IMail で導入 
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本ガイドでは、お客様の IMail Server ソフトウェアの計画、インストール、テストにつ

いて説明しています。 

これには、以下のオプションのコンポーネントのインストールのガイダンスに加え、

IMail、IMail Plus または IMail Premium のインストールについての説明も含まれていま

す:IMail 用 Antivirus、IMail 用 Premium Antivirus、および Instant Messenger  
 

他の情報ソース 

以下は、IMail でヘルプとして使用できる資料のリストです。 

 アプリケーションヘルプ。すべての Ipswitch 製品で、[Help] をクリックすれば、い

つでもヘルプを利用できます。IMail の設定、詳細設定、サービスのオプション、メ

ーリングリストなどについての情報が提供されています。 
 リリース ノート。[スタート] > [プログラム]>[Ipswitch IMail Server]> [マニュアル] 

フォルダにある、リリースノートには、現在のリリースに関する変更、既知の公開

事項、バグの修正の概要が掲載されています。また、このノートには、IMail Server の
更新と外部データベースの設定に関する説明が含まれています。 

 Microsoft Internet Information Services (IIS) ヘルプ IIS の設定や構成に関する追加情

報については IIS ヘルプを使用してください。 
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弊社の Web サイトをご覧ください 

Ipswitch 製品およびサービスについての詳細は、以下の Ipswitch Web サイトをご覧く

ださい。http://www.ipswitch.com 
 

インターネットメールシステムのコンポーネント 

IMail Server では、インターネットを利用したメールシステムを実装するために必要な

以下の基本サービスを提供しています。 

 SMTP サーバにより、IMail Server が他のメールサーバとインターネット上で通信で

きます。 

 POP3 サーバにより、電子メールクライアントが、メールサーバからメールを取得

できます。 
 IMAP サーバにより、電子メールクライアントがメールサーバにあるメールにアクセ

スすることもできます。 

本書では、メールサーバの設定に絞って説明しますが、お客様のメールサーバをインタ

ーネットに接続し、ユーザにメール機能を提供するには、以下のソフトウェアコンポー

ネントも必要になります。 

 ドメインネームシステム (DNS) サーバ。DNS は、お客様のネットワーク上に配置す

ることも可能ですが、インターネットサービスプロバイダのホスティングサービス

も利用できます。 
 電子メールクライアント。ユーザは、電子メールを読んだり、Web ブラウザまたは 

Microsoft® Outlook Express®、Microsoft® Outlook®、Qualcomm Eudora® などの各

メールユーザの独自電子メールクライアントを経由して電子メールを送信したりす

るために、Ipswitch IMail Web Messaging を使用できます。  
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IMail サポートセンター 

IMail サポートセンターでは、以下を含む多くの資料をご提供しています。 

 ユーザガイド 

 ドメインネームシステム (DNS) ヘルプ 
 製品アップデート、ユーティリティ、Knowledge Base (KB) の記事、その他の IMail 

資料にアクセスしてください。  

 電子メールサポートフォーラム、サービスの手配、ライセンス情報などの技術サポ

ート情報。 
 IMail ユーザフォーラムでは、ヒントやこつを共有するために他の IMail のお客様と

交流できます。 

http://www.ipswitch.com/support/imail/index.asp 
『http://www.imailserver.com/Support/』 で IMail サポートセンターにアクセスできます。 
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CHAPTER 2 

インストールの計画 
In This Chapter 
ステップ 1 :必要な事柄 ............................................................. 5 

ステップ 2 :メールサーバで使用する DNS 項目の作成 ............ 6 

ステップ 3 :ユーザデータベースの種類の選択 ....................... 10 

ステップ 4 :提供した電子メールサービス .............................. 12 

ステップ 5 :セキュリティレベルとアクセス制御の決定 ......... 13 

ステップ 6 :メールホストが 1 つの場合と複数の場合 ............ 15

 

 

Windows ベースアプリケーションやオペレーティングシステムについての実用的な知

識があれば、IMail Server のインストールが迅速かつ簡単だということがお分かりいた

だけます。ただし、IMail Server 設定が、お客様の環境で確実に動作るように、インス

トールの計画を立てることをお勧めします。 

このセクションでは、1 次ホスト (IMail Server のインストール先のシステム) について

知る必要のあるものとインストールを実行する前に決めなければならないことについ

て説明しています。 
 

ステップ 1 :必要な事柄 

メールサービスの性能とフレキシビリティを最大限に引き出すために、電子メールサー

バとしてのみ動作するコンピュータを指定し、他のサーバと一緒に実行させないことを

お勧めします。 

IMail Server システム要件 
ハードウェア 
  Intel Pentium® 4, 1 GHz 以上または同等の 

プロセッサ。Pentium4、3+ GHz の使用を推奨メールトラフィックが高い場合は、

マルチプロセッサを推奨 



 IMail 導入ガイド 

 512 MB 以上の RAM ; 1+ GB の使用を推奨。 

 静的 IP アドレスを持った TCP/IP が有効な NIC カード。  

 インターネットへのブロードバンドまたはダイアルアップ接続。 
 ポケベルのメール (mail-to-pager)、コンピュータと FAX 間の通信 (mail-to-fax)、

IMonitor 通知には、モデムと電話回線が必要。 

<注記> 最高のパフォーマンスを実現するには、最新版に更新されたオペレーティングシステ

ムが使用されていることをご確認いただくようお奨めします。さらに、さらに、操作性

とセキュリティを向上させるには NTFS (FAT よりも) ファイルシステムを推奨します。 

<ヒント> IMail Server は、インストールされたオペレーティングシステム 推奨の最小ハード

ウェア要件で適切に稼働します。パフォーマンスおよび容量の向上については、プロセ

ッサのスピード、RAM およびドライブ容量に基づきます。すべてのサーバアプリケー

ション同様、予算の許す限り最速で最も強力なサーバ上に IMail Server をインストール

するようお勧めします。  

ソフトウェア 
 Microsoft® Windows® 2000 Server または Microsoft Windows 2003 Server 

<注記>Windows 2000 Domain Controller 上または 64-bit OS 上に IMail を配置しないでくださ

い。IMail Server は、64-bit のオペレーティングシステムではまだテストされておりま

せん。 

 Microsoft Internet Information Services (IIS) 5.0 以降   

 Windows Script 5.6 (Microsoft Internet Explorer 6 に付属) 

 Microsoft Data Access Component (MDAC) 2.6 以降 
 Microsoft® .NET Framework 2.0 

<注記>上記のソフトウェアのいずれも所有されていない場合は、ソフトウェアのソースへの

リンクについて最新のリリースノートをご参照ください。 

 

ステップ 2 :メールサーバで使用する DNS 項目の作

成 

IMail Server のインストール先となるシステムに必要な ドメインネームシステム (DNS) 
設定を決定します。DNS 項目を作成する前に、 Windows TCP/IP 設定のために以下を

計画します。 

 1 次ホスト。IMail Server をインストールするサーバ。 

  6 



 IMail 導入ガイド 

 ホスト名 (1 次ホストの)。電子メールサーバのホスト名、例、 
mail。 

 IP アドレス (1 次ホストの)。IP アドレスは、電子メールサーバホスト用の静的アド

レスです (例、156.21.50.15)。 

 ドメイン名。ドメイン名で、ホストが存在するネットワークを識別します 
 (例、domain.com)。 

DNS でメールホストを識別するには、ホスト名に加えてドメイン名を使用します。例え

ば、mail.domain.com にします。これは、完全装飾ドメイン名 (FQDN)としても知られ

ています。 

Windows 2000 システムに DNS 情報を追加するには: 

 コントロールパネルの[システム] アイコンをクリックして、[ネットワーク ID] タブ

をクリックし、次に [プロパティ] をクリックします。ドメイン情報が [ID の変更] ダ
イアログボックスに表示されます。 

Windows 2003 または Windows XP システムに DNS 情報を追加するには: 

 コントロールパネルの [システム] アイコンをクリックして、[ネットワーク接続]  > 
[ローカルエリア接続]  > [プロパティ] をクリックします。リストからインターネッ

トプロトコル (TCP/IP) を選択し、次に [プロパティ] > [詳細設定] > [DNS] タブをク

リックします。 

リモートホスト (ローカルネットワーク上に存在しないホスト) がシステムと通信でき

るようにする場合は、ホスト名とドメイン名を DNS (ドメインネームシステム) で登録

する必要があります。 
 

1 次メールホストの DNS 設定 
電子メールを適切に送受信するには、以下のレコードを DNS サーバに追加します。イ

ンターネットサービスプロバイダ (ISP) がお客様の DNS サーバをホストしている場合

は、適切なレコードを DNS サーバに追加するように ISP に連絡します。 

 MX レコード。メールサーバを実行しているコンピュータのホスト名を識別するた

めに、Mail eXchanger (MX) レコードを作成します。複数ドメインをホストする場合

は、ドメインごとに MX レコードが必要です。MX レコードは、IMail Server (1 次ホ

スト) の (完全修飾) ホスト名を指定します。例 : domain.com IN MX 10 
mail.domain.com 

 A レコード。IMail Server (1 次ホスト) の IP アドレスがある IMail Server 用に 
Address (A) レコードを作成します。A レコードにより、IP アドレスへのホスト名が

割り当てられます。例 : mail.domain.com IN A 156.21.50.15 

 PTR レコード。逆引き参照用に A Pointer (PTR) レコードを作成します。IMail Server 
(1 次ホスト) の IP アドレスを IMail ドメインの正式なホスト名に変換する場合に 
PTR  レコードが必要です。例 :  
156.21.50.15 in-addr.arpa. host=mail.domain.com. 
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 SPF レコード  (オプションですが、SPF 機能を使うメールサーバの受信に必要です)。
SPF レコードにより、メールサーバに関連している可能性がある偽造の (スプーフ) 
電子メールアドレスからの受信メールを防ぐために、他のメールサービスが SPF フ
ィルタリング を使用(メールサーバ上でこの機能が利用可能になっている場合) する

ようになります。SPF レコードはより広範に実行されるので、SPF フィルタリング

はスプーフされた電子メールアドレスを識別する際により効果的になります。詳細

については、「IMail Administrator ヘルプ」をご参照いただくか、

http://www.openspf.org/Project_Overview で SPF コミュニティをご覧ください

。 

例：imailbox.domain.com の正式なホスト名が付いたホストの DNS 項目は以下のように

なります。 

SOA 
$ORIGIN 
... 
domain.com 
IN MX 10 mail.domain.com    (MX レコード) 
mail IN A 156.21.50.5     (A レコード) 
5.50.21.156.in-addr.arpa.,type = PTR 
host = mail.domain.com     (PTR レコード) 

user@domain.com に送信済みのメールの DNS 参照により、そのメールが 
mail.domain.com でホストに送信されるはずだということが分かります。 
 

追加 (仮想) メールホストの追加 
<注記>追加のメールドメイン、仮想ドメイン、ドメインエイリアスは、初期インストール後

に追加可能です。後で追加する場合は、メールドメイン追加に応じて DNS レコードを

アップデートしていることをご確認ください。 

仮想ホストには、次の 2 種類があります。 

 IP アドレス付きの仮想ホスト。IMail Server が自身のユーザを持つ 2 次ドメイン用

にメールを受信するようにする場合はこちらをお勧めします。2 次ドメイン用に仮想

ホストを設定できます。例えば、お客様のメールサーバにより、domain1.com 用の

メールサービスが提供されており、domain2.com 用のメールサービスの提供も受け

る場合は、domain2.com 用に仮想ホストを作成できます。 

 IP アドレスなしの仮想ホスト。IP アドレスが不足してる場合またはメールをすべて

別のドメインのユーザのドメインまで転送する場合は、こちらをお勧めします。 

<注記>使用する仮想ホストが IP アドレス付きであろうとなかろうと、お客様のドメイン用に 
DNS 項目を作成する必要があります。「複数メールホスト用の DNS の設定」 『on page 
9』をご参照ください。 

仮想ホストについての詳細は、「IMail Administrator ヘルプ」を参照してください。 
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複数メールホスト用の DNS の設定 
IP アドレス付き の仮想ホストを設定する場合は、お客様の DNS 内に以下の項目を作成

します。 

 メールドメイン用の MX レコードを追加します (例、mail.domain2.com)。MX レコ

ードにより、仮想ホストのホスト名が識別されます。 
 仮想ホストのホスト名用の A レコードを追加します。A レコードにより、IP アドレ

スへのホスト名が割り当てられます。 

 仮想ホストの IP アドレス用の PTR レコードを追加します。PTR レコードにより、

ホスト名に IP アドレスが割り当てられ、逆引き参照用に使用されます。 

例：imailbox.domain2.com のホスト名が付いた仮想ホストの DNS 項目は以下のように

なります。 

SOA 

$ORIGIN 

... 

domain2.com 

 10.50.21.156.in-addr.arpa.,type = PTR 

  host = mail.domain.com     (PTR レコード) 

user@domain2.com に送信済みのメールの DNS 検索により、そのメールが 
mail.domain2.com でホストに送信されるはずだということが分かります。 

IP アドレスなし の仮想ホストを設定する場合は、お客様の DNS 内に以下の項目を 1 つ
だけ作成します。メールドメイン用の MX レコード (例、mail.domain3.com)。この MX レ
コードにより、1 次メールホストのホスト名が識別されます。 

例：ホスト名が mail.domain3.com 用の IP アドレスなしの仮想ホスト用の DNS 項目は

以下のようになります。 

SOA 

$ORIGIN 

... 

domain3.com 

user@domain3.com に送信済みのメールの DNS 参照により、そのメールが 
mail.domain.com でホストに送信される必要があるということが分かります。 
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<注記>IP アドレスなしの仮想ホストの MX レコードには 1 次メールホストドメイン名を使う

必要はありません。つまり、MX レコードには、他の IP アドレス付きの利用可能なホ

ストのドメイン名も使用できます。 

DNS 項目の設定についての詳細は、以下をご参照ください。 

 『メールサーバの DNS 使用法 『on page 50』』の実例付き入門書。 

 以下の Mail サポートセンターの DNS ヘルプ ： 

http://www.ipswitch.com/Support/IMail/dns.html 
 以下の IMail サポートセンターの Our Knowledge Base：: 

http://www.imailserver.com/support/kb.html 『
http://www.imailserver.com/support/kb.html』. 

<注記>DNS 情報の参照には、Ipswitch WS_Ping ProPack が使用できます。WS_Ping ProPack 
を使った DNS 情報の参照の詳細については、23 ページの 「ステップ １：DNS 設定の

確認」 を参照してください。  

 

ステップ 3 :ユーザデータベースの種類の選択 

ユーザを登録し、認証するために １ 次ホストが使用するデータベースを識別します。1 
次ホストには、以下の登録・認証用データベースのうちの 1 つが使用可能です。 

<注記>登録により、ユーザ ID とパスワードを確認するユーザメールアカウントと認証が作成

されます。 

 IMail データベース。メールアカウント用のユーザ ID とパスワードはすべて、

Windows NT か Windows 2000 のユーザデータベースか他の外部データベースのい

ずれから、または、Windows レジストリ内の独自データベースに個別に保存されて

います。このデータベースは、IMail または ICS アプリケーションのサポートでのみ

に利用、管理、共有できます。 

Windows NT または Windows 2000 ユーザを Windows NT または Windows 2000 ユ
ーザデータベースにリンクしていない IMail ユーザデータベースにインポートする

ことも可能です。  Windows NT または 2000 ユーザのインポートについての詳細は、 
「IMail Administrator ヘルプ」をご参照ください。 

 Windows NT データベース。このデータベースにより、お客様のホストマシン上の 
Windows NT or Windows 2000 ユーザデータベースに一覧化されているユーザのた

めのメールアカウントが自動的に作成されます。 

<注意>ドメイン上ではこのオプションを使用しないでください。代わりにアクティブディレ

クトリを使用してください。 
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<注記>1 次メールホストには、ネットワーク用の Windows NT または 2000 のユーザデータ

ベースへのアクセス権が必要です。  

お客様の Windows NT または 2000 のユーザデータベースでユーザの現在のリスト

を表示したり、ユーザを追加したり、ユーザを削除したりするには、Windows の説

明書の説明に従って適切な管理ツール (例えば、Windows NT User Manager)を使用

します。IMail Administrator を使って NT データベースユーザを表示、追加、削除で

きません。 

<注記>Windows NT データベースと Windows 2000 データベースでは異なるデータベース管

理ツールを使用しています。 

メールサーバがそのユーザ宛てのメッセージを受信したり、ユーザが最初にメール

クライアントを通じて IMail Server にアクセスしたりした場合に、メールボックス

とその他のユーザファイルが、ユーザ用に作成されます。 

 外部データベース。IMail Server では、ユーザの登録・認証用に外部データベースが

使用できます。このオプションにより、既存の ODBC 準拠のユーザデータベースを

特定することになり、IMail Administrator からまたは外部データベースから直接のい

ずれかでユーザを追加したり、削除したりすることができます。IMail Server では、

Microsoft SQL Server や Microsoft Access をサポートしています。 

<重要> 外部データベースをお使いの場合は、IMail または ICS のインストール開始前に、 そ
のデータベース用およびデータベースにログオンするためのユーザ ID・パスワード用

の ODBC システム DSN 名が必要です。 
IMAILSECDB は IMail ODBC リンクで使用されるデフォルトの名前です。例えば、 
ODBC システムデータソース名として、以下のように入力します：
imailsecdb;UID=imailuser;PWD=password 

<重要> ホストでの外部データベースの関連付け用に、IMail Server Administrator を使用する

前に、有効なデータベース名を指定しているシステム DSN (データソースネーム）が存

在していることを確認するために ODBC Data Source Administrator を使用します。シ

ステム DSN についての詳細は、お客様の Windows オペレーティングシステムおよび

データベース説明書をご参照ください。 

<注記> 異なる ODBC データベースをご使用になる場合は、そのデータベースのサポート用

に IMail Server の ODBCUser.dll ファイルを修正できます。詳細については、以下で、

IPSwitch の Knowledge Base の ODBC トピックをお読みください。 
http://support.ipswitch.com/kb 

このトピックを表示するには、[検索] ボックスに ODBC と入力し、製品リストから IMail 
Server を選択し、次に [検索] をクリックします。 

 アクティブディレクトリ - Domain Controller にアクティブディレクトリデータベー

スをインストールしないでください。 
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ステップ 4 :提供した電子メールサービス 

基本的な SMTP サービスに加えて、IMail では、お客様が 1 つのソース、すなわち、[サ
ービス管理] ページで開始または停止できる他のサービスをご提供しています。各サー

ビスについてのより詳細な説明をしている個別のオンラインヘルプファイルをご利用

いただけます。インストールに伴い提供されるサービスには以下のものがあります。 

 Symantec Antivirus Scan Engine (個別利用可能) により、自動的にウィルス、ワ

ーム、トロイの木馬から保護します。 

 Bit-Defender Antivirus(個別利用可能) により、ウィルス、トロイの木馬、またはそ

の他の潜在的に悪意のあるコードに対し、完全に統合された積極的な保護をご提供

します。 
 Premium Antispam Service (IMail Premium または IMail Plus で利用可能) により、

メールフィルターの言語認識、自動的にアップデートされるアンチスパムテクノロ

ジーが提供されます。 

 IMail Monitor Service (IMonitor) によりメール管理者が、全 IMail Services (SMTP
、POP3、IMAP、ディスク容量、Web カレンダー、キューマネージャ、LDAP、 
IMonitor) のステータスをモニターできます。 

 IMail Web Calendar Service によりユーザが スケジュールを保存したり、約束を入

れたり、Web ブラウザを使って電子メール日付リマインダ情報を送信できるように

なる Web カレンダーにアクセスできます。 
 Ipswitch Instant Messaging Server (IMail Premium でのみ利用可能) により、ユー

ザがすぐに意見を交換したり、過去の会話を格納したりできます。 

 POP3 サービスにより、ユーザが、Qualcomm Eudora や Microsoft Outlook のよう

なクライアントを使っているメールを読み取ったり、送信したりできます。POP3 で
は、ユーザのメールは通常ユーザの PC に格納されます。 

 IMAP4 サービスにより、ユーザが、サーバからのメールを読んだり、Qualcomm 
Eudora や Microsoft Outlook のようなクライアントを使っているメールを送信した

りできます。IMAP4 では、メールは通常、メールサーバに保管されます。 

<注記> IMail Web Client は、IMAP を使用しません。メールサーバに直接アクセスします。 

 IMail Queue Manager Service により、 メールキューを通じてメッセージの流れを

管理します。また、これは、SMTP 配信プロセスのコンポーネントです。 

 IMail Sys Logger Service により、ユーザが、メールキューログファイル (スプール

ディレクトリとしても知られています) を表示できます。 

 LDAP サービスでは、ユーザ情報 (“属性”と呼ばれています) をサーバ上で公開し、

LDAP が有効なクライアントからの情報にアクセルできるようにするクライアント/
サーバアーキテクチャが使用されています。 
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 Ipswitch WorkgroupShare Service (IMail Premium で利用可能) により、連絡先と

連絡先リストを Web Messaging の以前のバージョンまたは Microsoft Outlook の既

存のバージョンから新しい IMail Web Messaging クライアントに自動的にインポー

トします。  
 

ステップ 5 :セキュリティレベルとアクセス制御の決

定 

電子メールサーバの保全性を保つには、セキュリティレベルやアクセス制御を指定する

必要があります。IMail Server では、例えば以下のような、複数の方法でメールサーバ

を保護することができます。   
 

SMTP メール中継オプション 
IMail Server (または SMTP サーバ) が別のホストを送信先とするメールを受け入れたり、

そのメールをそのホストに送ったりする際にメールが中継されます。Mail Server ホスト

以外のコンピュータで作成された他のホストを送信先とするメッセージは、IMail Server 
を通過する必要があります (つまり、IMail Server はメッセージを中継する必要がありま

す)。お客様のユーザが (ローカルネットワーク上で) ローカル IMail Server を経由して

のメール送信に POP3 または IMAP メールクライアントを使用されている場合、IMail 
Server はメールを中継する必要があります。IMail Server では以下のメール中継オプシ

ョン (最もセキュアなものから最も安全性の低いものの順に並べてあります） が可能で

す。 

 メール中継なし  (インストールデフォルト) 

 (アドレス) にメールを中継 

 ローカルホストのみにメールを中継 

 ローカルユーザのみにメールを中継 

 あらゆる人にメールを中継 

ローカルメール ( IMail Server ホストを受信先とするまたは IMail Server から送信して

いる) では、中継機能を使用しない。 

<注記>インストール中に、以下の 4 つのオプションから選択できます。選択したアドレスに

中継、 メール中継をしない、すべての人に中継する、更新時に中継 :既存のローカルメ

ール中継設定を変更しないでください。インストール後に、IMail Server の [サービス] タ
ブ > [SMTP 設定] ページで中継設定を変更できます。 

 メール中継なし (推奨) 

SMTP サーバは、そのメールがメールクライアントが SMTP 認証するよう設定

しているユーザからのものでない限り、他のホスト (IMail Server マシン上にな

いホスト) 宛てのメールを受け入れません。すべてのメールクライアントが 
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SMTP 認証を行うように設定されていることを確認してください、そうしなけれ

ば、クライアントは非ローカル電子メールアドレスにメールを送信できません。

SMTP 認証とは、クライアントがメッセージを送信する際に、ユーザ名やパスワ

ードがメールサーバに対して表示されていることを意味しています。 

 あらゆる人にメールを中継する (非推奨) 

SMTP サーバは、他のどのホスト宛てのどのホストからのメールも受け入れ、そ

のメールを再送信します (すなわち、メールゲートウェイとなります)。このオプ

ションは、あらゆる人があらゆる人にメールを送信するためにお客様のサーバを

使えるので、最低のセキュリティレベルです。大量送信者の中には、お客様のサ

ーバを通じてメールを中継するだけでなく、メールがお客様のサーバから発信さ

れているかのうように装うために、この能力を利用する者もあるかもしれません。 

このオプションを選択した場合、お客様のサーバがオープンリレーを実行してい

るとしてブラックリストに掲載される可能性があります。これを防ぐには、[(ア
ドレス) 宛てにメールを中継] を選択する必要があります。 

 [(アドレス) 宛てにメールを中継]、[ローカルホストのみに中継]、[ローカルユーザの

みに中継]を含むインストール後に利用可能な他の中継オプションがいくつかありま

す。ユーザが動的 IP アドレスを使ってダイアルアップしているために[(アドレス) へ
メールを中継] ができない場合は、[メール中継なし] が最適のオプションです。 

メール中継オプションとその他のセキュリティ機能についての詳細は、「IMail 
Administrator ヘルプ」をご参照ください。 
 

SMTP 認証 
セキュアなデータの通信ためには、IMail Server 上で SMTP 認証が有効となっている限

り、SMTP 認証によりお客様は、お客様のメールサーバを通じてメールを送信しようと

している個々のユーザを検証できます。ユーザは、SMTP ログインを実行するように自

身のメールクライアントを設定する必要があります。例えば、Microsoft Outlook では、

[ツール]>[アカウント]>[メール]>[プロパティ]>[サーバ] タブで、オプション [このサー

バは認証が必要]を選択します。 

SMTP 認証は、以下の場合に使用されます。 

 SMTP 中継について [メール中継なし] を使用する場合。 
 [(アドレス) へメールを中継] オプションを使用する場合、SMTP 認証により登録し

ていない IP アドレスから送信するユーザ、例えば、旅行中のユーザや静的 IP アド

レスを持っていないユーザから送信されるメールを受け入れることができます。 
 

IMail Server および Web Messaging 用のSSL 
IMail Server と Web Messaging では、 IMail Web クライアントとサーバの間の通信を暗

号化するために Microsoft Internet Information Services (IIS) Secure Sockets Layer 
(SSL) 機能が使用されています。IIS を使っての SSL の使用についての詳細は、IIS ヘル

プ情報をご参照ください。 
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ステップ 6 :メールホストが 1 つの場合と複数の場合 

1 つの IMail Server システム上で複数のドメインを所有できます。この機能により、組

織ごとに別々のメールサービスを提供することが可能です。ドメインは、1 次ドメイン

のインストール完了後に IMail Server に追加できます。 

追加ドメインの設定についての情報と他の詳細設定オプションについての情報につい

ては、[IMail Administrator ヘルプ]をご参照ください。 
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ステップ 1 :インストールの開始と IMail の起動 

<注記> システム管理者として Windows システムにログオンするか、システム管理者特権で

アカウントにログオンします。 

1 Windows レジストリのバックアップを取ります。(regedit を実行し、[レジストリ] メ
ニューから [レジストリファイルをエクスポート] を選択します。) 

2 以下のいずれかを実行します。 

 IMail Server CD をお買い求めの場合は、その CD を CD/DVD ドライブに挿入し

ます。CD が自動的にインストールウィザードを開始しない場合は、[スター

ト]>[実行] をクリックし、次に、autorun.exe があとに続く文字を CD/DVD ドラ

イブに入力します。例えば、D:\autorun.exe と入力します。 

 Ipswitch Web サイトからプログラムをダウンロードしている場合は、ダウンロー

ドファイルをダブルクリックします。 



 IMail 導入ガイド 

<注記> アップグレード中ならば、製品をアクティブにする新しいライセンスキーを受け取る

ことになります。ライセンスキーを入力して、次に、インストールを完了するために [次
へ] をクリックします。サービス契約に基づくお客様は、www.ipswitch.com/dlc で新

しいキーを入手できます。 

3 ウェルカム画面が表示される前に、レジストリチェッカーがバックグラウンドで実

行され、システム要件がすべて適正であることを確認されます。ダウンロードサイ

トのアクセス場所のサポートについては、 最新のリリースが提供されている 
http://www.ipswitch.com/support/imail/index.asp 
『http://www.imailserver.com/Support/』 のIMail サポートセンターをご覧ください。 

4 ウェルカム画面が表示され、ソフトウェアをアクティブにするオプションが提供さ

れ、リリースノートおよび本導入ガイドが表示されます。この時点でアクティブに

しない場合は、30 日間使用できますが、その後はサービスが終了します。 

IMail CD をお買い求めの場合、ライセンスキーはアクティベーションカードに記載

されています。インストールウィザードの間に、製品アクティブ化ダイアログで、

IMail をアクティブにすることになるでしょう。ライセンスキーを入力して、次に、

インストールを完了するために [次へ] をクリックします。 

または 

Ipswitch Web サイトからの IMail プログラムのダウンロードの場合、ライセンスキ

ーはブラウザページに表示されており、お客様宛てに電子メールでお知らせします。

インストールウィザードの間に、製品アクティブ化ダイアログで、IMail をアクティ

ブにすることになるでしょう。ライセンスキーを入力して、次に、インストールを

完了するために [次へ] をクリックします。 
5 [次へ] をクリックすると、ライセンス許諾契約が表示されます。確認して、同意し

たら [次へ] をクリックします。 
6 選択した機能画面では、インストールができるコンポーネントが表示されます。デ

フォルトによって、すべてにチェックが入りますが、不必要な機能を選択解除して

ください。次に [次へ] をクリックします。 

<注記> IMail Server ではインストールのためのオプションのコンポーネントは表示されない

ことにご注意ください。IMail 用 Antivirus  などの追加製品をすでにご購入の場合、購

入済み商品用に個別の説明がこのガイドのあとで個別に表示されます。  

7 [転送先の場所を選択] ダイアログでは、IMail Server をインストールするデフォル

トディレクトリパスを受け入れる、ディレクトリを入力する、あるいは IMail Server 
をインストールするディレクトリを参照する、かのいずれかを選択します。次に、

[次へ] をクリックします。 

<注意> このディレクトリは、インストール後に移動させたり、名前を変更したりできません。 
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ステップ 2 :Web サーバの設定 

IIS ユーザアカウントの選択 

1 IIS で設定された Web サイトが複数ある場合、ダイアログでは、インストールウィ

ザードにより IIS で設定された Web サイトが複数検出されたと表示されます。

IMail Administrator および クライアントアプリケーションをインストールする 
Web サイトを選択します。リストから選択された Web サイトが、Web 
Administrator と Web クライアントアプリケーションへのアクセスのためにログイ

ンするデフォルトの Web サイトとなります。[次へ] をクリックします。 
2 IIS ユーザアカウントを選択すると、 選択画面は、デフォルト IIS ユーザ 

IUSR_ComputerName を使用するか、起動のために別なユーザを使用するかを求

めます。 

[別なユーザを使用する] のオプションを選んだ場合は、別のウィンドウに進み、NT 
システムユーザ、あるいは AD ドメインユーザのいずれかのユーザ名にログオンす

ることができます。このオプションでは、ユーザ許可を手動で設定しなければなり

ません。このオプション、および IIS の手動設定に関する詳細情報については、リ

リースノートをご参照ください。 
3 次に、インストールダイアログにより、IIS と全依存サービスを自動的に再起動す

るかしないかを選択するよう求められます。[はい] を選択して、WWW、FTP、SMTP 
などの他の全ての依存サービスに加えて、 IIS の再起動を設定することをお奨めし

ます。 
 

ステップ 3 :サーバの正式ホスト名の設定 

このインストール画面、[電子メールドメイン名 (正式ホスト名)] により、IMail Server イ
ンストール用の １ 次ホストの正式なホスト名を確認し、入力するよう求められます。 

正式ホスト名が分からない場合は、「インストールの計画」 『on page 5』 セクション

のステップ 2 :「メールサーバで使用する DNS 項目の作成」 『on page 6』をご参照く

ださい。 

複数ホストが必要な場合は、1 次ホストのインストール完了後に、別な "ホスト" および 
“仮想ホスト” を追加できます。 
 

ステップ 4 :ユーザデータべースの選択 

次の画面 ([データベースオプション]) では、適切なユーザデータベースをオプションを

選択するよう求められます。「インストールの計画」セクションのステップ 3: 「ユーザ
データベースの種類の選択」 『on page 10』をご参照ください。以下のデータベースオ

プションから選択します。 
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 Windows NT ユーザデータベース - IMail Server により、NT データベースに登録さ

れているユーザごとにユーザのメールアカウントが作成されます。ユーザを追加し

たり、削除したりするには、Windows NT User Manager を使用する必要があること

にご注意ください。IMail Administrator を使用して NT データベースにユーザを追加

したり、データベースからユーザを削除したりできません。 

 IMail ユーザデータベース - メールアカウント用のユーザ ID とパスワードが、IMail 
Administrator を使用して作成され、IMail Server のデータベースに格納されます。 

 外部データベース (ODBC コンプライアント) - IMail では、ユーザを登録、認証する

ために外部データベースが使用されています。IMail Administrator を使って追加・削

除されるユーザは、外部データベースに追加されたり、外部データベースから削除

されたりします。またその逆もあります。 

[外部データベース] を選択する場合、そのデータベースサーバにログオンするため

のユーザ ID とパスワードに加え、そのデータベース用に ODBC システム DSN を指

定する必要があります。IMAILSECDB は、 IMail ODBC リンクが使用するデフォル

トの名前です。例えば、システム DSN の場合、以下のように入力します。
imailsecdb;UID=imailuser;PWD=password 

<注記>ドメインが外部データベースを使用している場合、インターネットゲストアカウント  
(IUSR_<computer name>) には、そのデータベースが存在するディレクトリ用に設定さ

れたフルアクセス許可が必要です。例えば、外部データベースが c:\somewhere にあ

る場合、Internet Guest Account にはそのディレクトリに対するフルアクセス許可が必

要です。 

 アクティブディレクトリデータベース - IMail Server は、Root Directory Service Entry 
(DSE) から一覧表示された各アクティブディレクトリーユーザのユーザメールアカ

ウントを作成します。[ドメインプロパティ] > [ユーザデータベースタイプ] > 
[NT/AD データベース(ドロップダウンリスト)] > [ネーミングコンテキスト] 
にある Web Administrator でこのデフォルトを変更することができます。アクティブ

ディレクトリの [IMail Administrator] を使用して、ユーザを追加したり削除すること

はできません。 

<注記> IMail Server は、現在ビルトインのアクティブディレクトリーユーザを表示しないよ

うに設計されています。アクティブディレクトリーユーザプロパティの詳細な説明の前

部に "built-in" という語句をを追加しなければなりません。  

 

ステップ 5 :セキュリティオプションの設定 

IMail Server は、Web カレンダークライアントを IMail Web カレンダーサーバにより安

全に接続することができる SSL (セキュアソケットレイヤ) 機能を提供します。 SSL 機

能は、Windows レジストリに格納されている鍵に依存しており、鍵は SSL サーバのロ

ードプロセスの際に検索されます。 

  20 



 IMail 導入ガイド 

次の [設定タイプ] 画面で、 初期 SSL 鍵の設定について、以下のオプションの 1 つから

選択して、SSL 鍵をインストールするかどうかが求められます。 

 [いいえ]、既にサードパーティー製の SSL 証明書を所有している場合。IMail Server 
のインストール後に、[スタート] > [プログラム] > [IMail Server] > [IMail SSL 
Configuration Utility ] の順でクリックします。 
 

 [はい]、サードパーティー製の SSL 証明書を所有していないが、“自己署名型” SSL 証
明書を使用して IMail Web サーバを実行する場合。 

 判断する前に SSL についてもっと知りたい場合には、[いいえ]をクリックします。

後で初期鍵をインストールすることができます。. 
 

ステップ 6 :使用する IMail サービスの選択 

[サービススタートオプション] 画面上に、お客様の IMail Server で既に実行中の IMail サ
ービスのリストが表示されます。以前に IMail Server をインストールしたことがない場

合は、選択済みのサービスは、IMail SMTP Server と IMail Queue Manager Service と
なります。デフォルトで IMail Server と共に開始させる他のサービスを選択します。 

 

<注記>インストール後もいつでもデフォルトのサービスを指定できます。ただし、電子メー

ルを送受信するには、最低限、[IMail SMTP]、[Queue Manager Services] および 
[POP3 Server] ボックスはチェックする必要があります。 
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サービス選択後、[選択プログラムフォルダ] 画面が表示されます。新規のショートカッ

トを作成するには、[設定] がある場所を選択し、[次へ] をクリックします。これで、IMail 
Server が設定され、インストールが完了します。 
 

ステップ 7 :最終オプション 

プロキシサーバ 
プロキシサーバを使用している場合は、表示されるテキストボックスにプロキシサーバ 
IP アドレスおよびポートを入力してくださいこれによって、メッセージサービスへのア

クセスができます。例：196.168.100.55:80 

スタートメニューとショートカット 
[選択プログラムフォルダ] では、IMail Server インストール用の新規のショートカット

を作成する設定ができます。 

新規のフォルダ名を入力するか、あるいは既存のフォルダのリストから選択できます。 

システムに管理者とユーザを追加 
IMail Database オプションを選択すると、[管理者の追加] および [ユーザの追加] ダイア

ログが表示されます。管理者を追加する必要があります。インストールをテストできる

ように、“代替” ユーザを 2～3 追加することをお勧めします。インストール後もいつで

もユーザを追加できます。画面に表示される指示に従います。 

システムの再起動 
システムを再起動するように要求されることがありますが、これはインストールでファ

イルを適切に設定できていない場合に生じます。多くの場合、この問題はダイナミック

リンクライブラリ (DLL) が原因で生じます。IMail Server が必ず正しく動作するように

するため、できるだけ早いうちに再起動してください。 
 

Instant Messenger ユーザデータベース (IMail 
Premium のみ) 

IMail Premium をインストールしている場合は、Instant Messenger ユーザ認証のため

のユーザデータベースを選択する [設定タイプ] 画面が表示されます。以下のオプショ

ンが表示されます： 
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 Ipswitch Instant Messaging サーバ - Ipswitch Instant Messaging サーバが選択

されている場合、IM アカウント用のユーザ ID およびパスワードが保存され、

IpswitchInstant Messaging データベース(レジストリの)から認証されます。 

 Windows NT ユーザデータベース - Windows NT ユーザデータベースを選択し

た場合は、nstant Messaging サーバは、Windows NT データベースにリストされ

た各ユーザのユーザ IM アカウントを作成します。IM アカウント用のユーザ ID 
およびパスワードが保存され、Windows NT データベース(レジストリの)から認

証されます。 

<注記> このオプションでは、IMail Server を使用して、ユーザの追加や削除ができません。

ユーザの追加や削除には、Windows NT User Manager を使用する必要があります。 

 IMail Server (デフォルト選択) - IMail Server データベース(レジストリの)の IM 
アカウント用のユーザ ID およびパスワードをすべて保存および認証します。 

IMail ユーザデータベースを選択して、ユーザ認証をすることをお勧めします。 
 

WorkgroupShare クライアント設定(IMail Premium 
のみ) 

Microsoft Outlook でカレンダーと連絡先などのデータを共有し使用するには、各コンピ

ューターに WorkgroupShare クライアントをインストールしなければなりません。 

この [設定タイプ] 画面には、デフォルトパスの、C:\Program 
Files\Ipswitch\Messaging\WorkgroupShare\ClientSetup に WorkgroupShare クライ

アント設定フォルダを共有するオプションがあります。 

Ipswitch は、クライアントの効率性を目的としてネットワークを介してフォルダを共有

することを推薦します。 
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DNS 設定の確認 

本章では、IMail Server の設定が動作していることを確認するためのクイックテストを

いくつか取り上げます。DNS の詳細については、『メールサーバの DNS 使用法』をご

参照ください。IMail Server の DNS レコードをチェックするために、以下のツールのい

ずれかを使用できます： 

 WS_Ping ProPack。 WS_Ping ProPack の体験版を既にインストールしている場合

は、この診断ツール一式の一部である 参照ツールが使用できます。 

 Nslookup。 Windows 2000、Windows 2003、Windows XP では、“nslookup” コマ

ンドを使用できます。 

WS_Ping ProPack を使って DNS 設定をチェックするには : 
1 [スタート] メニューから、[プログラム]>[WS_Ping ProPack ]> [WS_Ping 

ProPack]とクリックし、次に[参照]タブをクリックします。 
2 ドメイン名が正しいホスト名を指定していることを確認するために、[MX レコー

ド] を表示します。次のように入力します。 

a) 名前または IP アドレスドメイン名を入力します (例、domain.com)。 

b) DNS サーバ。使用するドメイン名サーバのホスト名または IP アドレスを入力し

ます。 
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c) クエリ-タイプ。リストから [MX] を選択します。  

d) [スタート]をクリックします。以下のような情報が表示されます。 

>domain.com,  
10,mail.domain.com 

3 [A レコード] を表示し、 ホスト名が正しい IP アドレスを指定していることを確認

します。次にように入力します。 

a) 名前 または IP アドレス:IMail Server ホストの正式なホスト名 (例えば、

mail.domain.com) を入力します。 

b) DNS サーバ:使用するドメイン名サーバのホスト名または IP アドレスを入力す

るかまたはオペレーティングシステムのネットワークスタックを使用するため

にドロップダウンリストから [スタック] を選択します。 

c) クエリータイプ:リストから  [A] を選択します。  

d) [スタート]をクリックします。以下のような情報が表示されます。 

>mail.domain.com  
 156.21.50.10 

4 [PTR レコード] を表示し、IP アドレスが正式なホスト名を指定していることを確

認します。次にように入力します。 

a) 名前 または IP アドレス:IMail Server ホストの IP アドレスを入力します (例えば、
156.21.50.10)。 

b) DNS サーバ:使用するドメイン名サーバのホスト名または IP アドレスを入力す

るかまたはオペレーティングシステムのネットワークスタックを使用するため

にドロップダウンリストから [スタック] を選択します。 

c) クエリータイプ:リストから  [PTR] を選択します。  

d) [スタート]をクリックします。以下のような情報が表示されます。 
 >10.50.21.156.in-addr.arpa.  
host = mail.domain.com. 

5 エラーはすべて記録します。自身の DNS サーバをホストしている場合は、項目を

修正します。DNS サービスが ISP でホストされている場合は、IPS に連絡して、

変更を依頼してください。 

“nslookup” ツールを使用して DNS 設定をチェックするには ： 
1 Windows の “nslookup” コマンドを実行して [MX レコード] を表示します。ドメイ

ン名が正しいホスト名を指定していることを確認するために、[MX レコード] を表

示します。例えば、以下のように入力します。 
nslookup 
>ls -t MX domain.com 

このコマンドは、以下のような情報を戻します。 

>domain     MX 10   mail.domain.com 
2 Windows の “nslookup” コマンドで[A レコード] を表示し、 ホスト名が正しい IP ア

ドレスを指定していることを確認します。 
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nslookup 
>ls -t A mail.domain.com 

このコマンドは、以下のような情報を戻します。 

>mail.domain.com  A  156.21.50.10 
3  Windows の “nslookup” コマンドで [PTR レコード] を表示し、IP アドレスが正式

なホスト名を指定していることを確認します。 
nslookup 
>ls -t PTR 156.21.50.10 

このコマンドは、以下のような情報を戻すはずです。 

>mail.domain.com  PTR  156.21.50.10 
4 エラーはすべて記録します。自身の DNS サーバをホストしている場合は、項目を

修正します。DNS サービスが ISP でホストされている場合は、IPS に連絡して変

更を依頼してください。 
 

IMail Server のインストールの確認 
<注記>初めて IMail Server Administrator を開始する際に、( Microsoft Windows 2003 の 

Internet Explorer をお使いの場合は)、“Internet Explorer Enhanced Security 
Configuration は有効” のブラウザ画面が表示される場合があります。この画面が表示さ

れたら、このブラウザの強化されたセキュリティ設定オプションについての詳細を知る

ためにこのリンクをクリックします。IMail Server Administrator の URL を [ローカルイ

ントラネット] または [トラステッドサイト] ゾーンの [包括リスト] に追加しなければな

らない可能性があります。  

IMail Server のインストールを確認するには、次の手順に従います。 
1 [スタート] メニューから、[プログラム]> [Ipswitch IMail Server ]> [IMail Server 

Administration]と選択します。 
または 
[スタート] メニューから、[プログラム]> [Ipswitch Collaboration Suite]>[IMail 
Server]> [IMail Server Administration] と選択します (ICS の以前にインストール

したバージョンをお持ちの場合)。Ipswitch Web Admin のログインページが表示さ

れます。 
2 ユーザ名とパスワードを入力します。IMail Premium の場合には、[インストール済

み Ipswitch 製品] ページが表示されます。[IMail Server] をクリックします。 

IMail または IMail Plus の場合は、[Ipswitch 製品] ページが省略され、[IMail Server 
Administrator] ページが表示されます。 

3 [IMail Server Administrator] ページには、一般的な管理者タスクのリストが表示

されています。サーバ管理オプションにアクセスするために、タスクを選択するか

タブをクリックできます。タブを選択すると、左側のナビゲーションバーにタブに

関連したオプションへのリンクが表示されます。下記で説明する [ユーザ管理] ペー
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ジなど場合、関連の管理ページへとドリルダウンするには、左側のナビゲーション

バーのリンクをクリックします。 

 
4 [ドメイン管理] をクリックします。[ドメイン] ページが開き、利用可能なメールド

メインのリストが表示されます。 
または 

 
[ドメイン]  タブにマウスを合わせます。デフォルトのメールドメイン (または、直前に選択されたメールド

メイン) が [ドメイン] タブリストに表示されます。別のメールドメインへの変更をお望みの場合は、[ドメ

イン管理] をクリックします。 
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5 1 次ホストとして設定するメールドメイン (例えば、mail.domain.com) をクリック

します。[ドメインのプロパティ] ページが開きます。以下をチェックします。 

 ドメイン名 (正式ホスト名 または OHN)。この名前が IMail Server をインストー

ルしたコンピュータのホスト名と一致することを確認します。 

 ドメインエイリアス (ホストエイリアス)1 次ホストのユーザがこのドメイン名を

アドレスとするメッセージを受け取るようにする場合は、このホスト用のエイリ

アスを作成します。 

メールドメイン構成の設定についての詳細は、「IMail Administrator ヘルプ」を参照し

てください。 
 

ユーザデータベースの設定の確認 

メールの送受信が可能かどうかを検証するには、1 次ホストに最低でも 1 人分のユーザ

設定が存在している必要があります。 

1 次ホストが IMail ユーザデータベースを使用している場合は、インストール中にユー

ザを作成した可能性があります。 

IMail ユーザデータベースに IMail ユーザが作成されたかどうかを確認します。 
1 「IMail Server のインストールの確認」 『on page 27』で説明されているように、

選択された 1 次メールドメイン (ホスト) で、左側のナビゲーションバーの[ユーザ

管理] をクリックします。[ユーザ管理] ページが開きます。 
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“root” ユーザしかない場合は、次の手順に従ってテストユーザを追加します。 
2 [追加] をクリックし、次に [IMail ユーザ追加] ページでユーザ情報を入力します。

ユーザ ID は、ハイフンやスペースを入れない 1 ～ 30 文字でなければなりません。 

 
 

3 ユーザを追加するには、[保存] をクリックします。このユーザ ID は、1 次ホスト

の登録ユーザのリストに追加されます。 
あとでユーザの設定を表示したり、変更したりする場合は、[ユーザ管理] ページの 
[ユーザ名] リストでユーザをクリックします。  

1 次ホストで Windows NT または Active Directory ユーザデータベースが使用されて

いる場合は、デフォルトのアカウントは以下の 2 つになるはずです。すなわち、

Administrator と Guest です。テスト用にユーザを追加する必要がある場合は、適切な 
Windows 管理ツールにアカウントを追加します。 

<注記>Windows NT データベースと Windows 2000 データベースでは異なるデータベース管

理ツールを使用しています。お客様の Windows NT または 2000 のユーザデータベース

でユーザの現在のリストを表示したり、ユーザを追加したり、ユーザを削除したりする

には、Windows の説明書の説明に従って適切な管理ツール (例えば、Windows NT User 
Manager または Active Directory users and computers)を使用します。IMail 
Administrator を使ってユーザを表示、追加、削除できません。 

1 次ホストが外部データベースに基づいている場合および外部データベースが投入され

ていない場合、次の手順に従います。 

1 [IMail Administrator] で、[ユーザ管理] ページの 1 次ホストの [ユーザ名リスト] に
進みます。 

2 数人のユーザを追加します。 
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追加したユーザは、 Windows で指定したホスト名で IMail Server からメールを受信

できます。 例えば、ユーザ john を追加し、そのホスト名が mail.domain2.com の
場合、このユーザは  john@mail.domain2.com というアドレスのメールを受信でき

ます。 

<注記>1 次ホストのユーザがこのドメイン名のみをアドレスとするメッセージを受け取るよ

うにする場合は、この仮想ホスト用のエイリアスを作成します。例えば、上記のユーザ

が john@domain2.com 宛のメールを受け取るようにする場合は、mail.domain2.com 
に対して domain2.com のドメインエイリアス (ホストエイリアス) を作成します。IMail 
Server の設定についての詳細は、「IMail Administrator ヘルプ」 のメールドメイン (
ホスト) 設定情報をご参照ください。 

 

テストアカウントを使用したメールの送受信 

テストアカウントを使用してメールを送受信するには、次の手順に従います。 

1 電子メールサーバが稼働していることを確認します。 
2 [サービス] タブをクリックし、ネットワークユーザ名とパスワードを入力します。

[サービス管理] ページが開きます。 

 
3 SMTP、POP3 および IMAP4 サービスが稼働しているかどうかを見るためにチェ

ックします。 ステータスが [現在のステータス] 列に表示されます。 SMTP ステー

タスが自動的に起動され、“Running” となっているはずです。POP3 と IMAP4 が 
“Running”でない場合は、各サービスの隣のチェックボックスを選択して、  [スタ

ート] をクリックします。 
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4 電子メールクライアントを起動します。 

IMail Web Messaging (Web クライアント) を使用している場合、Web ブラウザを起

動し、次に http://localhost/IClient/  

または 

http://<IMail Server hostname>/IClient/ 
 に入ります。例えば : 
http://123.100.100.80/IClient、次に ENTER を押します。Ipswitch Web Admin のロ

グインページが表示されます。 
5 作成したユーザアカウントのいずれか 1 つを使用してログオンし、他のユーザにメ

ールを送信します。その後、そのメールが電子メール受信 Inbox に表示されるかど

うかを確認します。 

<注意 IMail Client コンソールアプリケーションのバージョンが IMail Server にインストール

されます。“root” のメールボックスを読んだり、ほとんど使用されていないアカウント

の処理やテストを行うときに役に立ちます。IMail クライアントアプリケーションは、

エンドユーザのメールボックスを表示する目的では IMail Server 上で使用しないでく

ださい。同じメールボックスに対してリモートアクセスが行われている場合、(ユーザ

のリモートクライアントのソフトウェアによっては) 問題が生じる可能性があります。 

6 ローカルネットワークの外部のリモート電子メールアドレスへのメールサービス

をテストするには、テストメッセージを送信します。インターネットに接続してい

る場合は、 imailtest@ipswitch.com にメールを送信します。 
7 メールサーバが正常に動作していることが確認できれば、必要な電子メールドメイ

ン (ホスト) とユーザを追加します。 
 

アップグレード 

このセクションは、旧バージョンの IMail Server からアップグレードするユーザを対象

としています。IMail Server は、旧バージョンまたは体験版がインストールされていた

ディレクトリに自動的にインストールされます。このディレクトリの変更、移動、また

は名前の変更を行わないでください。 

1 レジストリキー、HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Ipswitch\IMail のバックアッ

プを取ります。(regedit.exe を開始し、このキーを検索し、[レジストリ] メニュー

から [レジストリファイルをエクスポート] を選択します。) 
2 新規インストールに使用されるものと同じ指示に従います。 

<注記>必ずすべての IMail サービスを停止し、IMsil Administrator インターフェースを閉じて

から、アップグレードを行う必要があります。 
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外部データベースを使用したアップグレード 
1 人以上のホストが外部ユーザデータベースを使っている前のバージョンに IMail 
Server を再インストールする場合、データベーステーブルに新しい列を追加する必要が

あります。これは、Web カレンダー機能での使用に備えて追加のユーザを格納する必要

があるためにです。この新しい列は、外部データベースを使用している IMail Server ホ
ストごとにユーザテーブルに追加されなければなりません。 

ユーザデータベースとしてアクティブディレクトリ (AD) をお使いの場合は、設定画面

の [アクティブディレクトリ] オプションのご使用を強くお勧めします。 この新しいオプ

ションにより、AD のサポートがかなり強化され、Web サーバ上のセキュリティも強化

され、パフォーマンスがかなり改善されます。 

インストールの間、 IMail Server により、お客様のシステムが現在外部データベースを

使用するかどうかが決定されます。その答えが [はい] の場合は、次にダイアログにより

以下の 3 つのオプションが表示されます。  

 このインストールプログラムにより自動的に列が IMail Server ユーザ設定に格納す

るために使用されるすべての外部データベーステーブルに追加されるようにするに

は、[はい] をクリックします。 

 テーブルをアップデートせずにインストールを続行するには、[いいえ] をクリック

します。 
 必要な列を手動で追加する場合は、[キャンセル] をクリックします。必要な列がリ

リースノート内に見つかります。準備ができたら、このインストールプログラムを

再起動する必要があります。 

<警告> [いいえ] をクリックして、そのままインストールした場合、IMail Server が適切に機

能しない可能性があります。 

カスタム ODBC ドライバが IMail Server の旧バージョンで使用されていた場合、このド

ライバは、新しい列を使用するよう修正する必要があります。基本の ODBCUser.dll ド
ライバのソースコード (SQL サーバおよび Access 用に調整済みの) は 、以下の URL で 
IMail サポートセンターからダウンロードできます：
ftp://ftp.ipswitch.com/Ipswitch/Product_Support/IMail/odbcuser.dll 
ftp://ftp.ipswitch.com/Ipswitch/Product_Support/IMail/odbcuser.dll 

 
 

LDAP データベースのアップグレード 
IMail 8.1 以降では、OpenLDAP 実装が使用されています。アップグレード後に残して

おく情報がある既存の LDAP データベースがあれば、以下の予防措置をとります。予防

措置をとらなければ、既存の LDAP 情報は削除されます。 
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 アップグレード前に LDAP データベースのバックアップを取ります。LDAP データ

ベースにアクセスするには、OpenLDAP ファイルが置かれているディレクトリの場

所を入力します。デフォルトでは、ICS のインストールパスは、C:\Program 
Files\Ipswitch\Collaboration Suite\IMail\OpenLDAP です。IMail のインストールパス

は、C:\Program Files\Ipswitch\IMail\OpenLDAP です。以下のフォルダ

は、...\OpenLDAP ...\OpenLDAP フォルダの下におかれます。 

 binOpenLDAP バイナリが格納されるフォルダ。 

 Openldap-data ドメイン固有のデータベースのあるフォルダがすべて格納され

ているフォルダ。各フォルダは、それぞれ既存のドメインにちなんで名付けられ

ています。 

 schemaOpenLDAP スキーマファイルが格納されるフォルダ。スキーマファイル

は各オブジェクトのプロパティを決めるテキストファイルです。 

 Share\ucdataLDAP サーバ用サポートデータファイルが含まれます。こういった

ファイルは変更しないようにしてください。 

 アップグレードする前に [LDAP 属性にアクセスする] オプションをクリアします。

IMail Administrator でこのオプションにアクセスするには、[ドメイン] タブにマウス

を合わせ、[ユーザ管理] をクリックし、次に、左側のナビゲーションバーで、[標準

ユーザ設定] をクリックします。[標準ユーザ設定] ページが開きます。アップグレー

ドする前に [LDAP 属性にアクセスする] オプションをクリアするためにクリックし

ます。 

<警告> [いいえ] をクリックしてそのままインストールする場合、IMail Server が正しく機能

しない可能性があります。 

 
 

アンチスパム機能のアップグレード 
 以前に IMail Server をインストールしたことがある場合、antispam-table.txt ファイルを

上書きするかどうかを決める必要があります。インストール中、ダイアログが表示され、

既存の antispam-table.txt ファイルを上書きするために以下のオプションが示されます。  

 [マージ]新しいワードを既存のファイルに追加します。既存の項目を削除したり、変

更したりしません。 
 [上書き]既存のファイルに上書きします。このファイルでワードを追加したり、ワー

ド値を変更した場合、こういった追加や変更は上書きされるか削除されます。 

 [無視]ファイルを変更しません。 

<注記> インストール後に、antispamseeder.exe ユーティリティーを使って、現在の 
antispam-table.txt ファイルに新しいワードカウントを手動でマージできます。詳細につ

いては、「IMail Administrator ヘルプ」を参照してください。 
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IMail Server のアンインストール 

IMail Server を削除するには、Windows の [コントロールパネル] の[プログラムの追加

と削除] アプレットを使用します。以下の処理が行われます。 

 [コントロールパネルサービス] から IMail サービスが削除されます。 
  

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Ipswitch\IMail の下の Windows レジストリにあ

る全ての項目が削除されます。(ただし、Ipsiwtch キーは削除されません) 

 setup.exe によって作成されたディレクトリとファイルに何も追加されていない場

合は、これらのディレクトリとファイルが削除されます。例えば、ユーザを追加し

なかった場合 (および root がメールを受け取ったことがない場合) は、Users ディ

レクトリが削除されます。 

<注記>上記のように IMail Server を削除しても、IMail ディレクトリやそのディレクトリに含

まれているサブディレクトリとファイルは削除されません。これらのディレクトリやフ

ァイルを削除するには、手動で削除する必要があります。 
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IMail Antivirus について 

IMail Secure Server または ICS Premium 2006.1 リリース以前をご購入の場合、お客様

のメールサーバには、最も包括的なウィルススキャナーの 1 つが利用できる Symantec 
の ScanEngine が搭載されています。IMail 製品ファミリーの 2006.2 リリース以降、

IMail の Premium Antivirus (Symantec の ScanEngine) が個別に利用できますが、まだ 
IMail とシームレスに統合しています。 

IMail Antivirus searches all incoming and outgoing mail for viruses, worms, trojan horses, 
and other destructive code.IMail Antivirus では、全メールメッセージとファイル拡張子

のリストと既知のウィルス定義を比較して、この検索を実行します。 

既存のウィルスの一般的な特性を検索することで新規のウィルスを検出するヒューリ

スティック技術も使用されています。 If it detects a virus, IMail Antivirus can attempt to 
repair the infected file, delete the message, or send a bounce message back to the 
sender.ログファイル項目が作成され、問題の管理者に注意を喚起する電子メールが送

信されます。さらに、システム管理者は、感染した電子メールの送信先の “リダイレク

トアドレス”を設定できます。オプションで、対象とする受信者にメッセージを配信でき

ないことを知らせるメッセージを送信できます。 
 

IMail Antivirus Administration 
以下から IMail Antivirus の設定を管理できます。 



 IMail 導入ガイド 

 IMail Administrator [IMail Administrator] の [Antivirus] タブをクリックします。

[Antivirus 設定] ページが開きます。 

 

ウィルススキャンを有効にしたり、感染ファイルに対する処理を設定したり、アン

チウィルスサーバーの IP アドレスやポートやリダイレクトアドレスや警告電子メ

ールアドレスを設定するには、このページを使います。詳細については、「IMail 
Administrator ヘルプ」を参照してください。 

 

Symantec Scan Engine Web Administrator 
Symantec Antivirus Scan Engine Web Administrator を通じて Symantec の Scan Engine 
プロトコルと管理設定にアクセスできます。 [アンチウィルス設定] ページの :8004 
(Scan Engine Web Administrator のデフォルトのポート) があとに続く [プロキシサーバ

ー IP アドレス]に入力した IP アドレスで Scan Engine Web Administrator にアクセスで

きます。 

例 :   
http://123.100.100.80:8004。Scan Engine Web Administrator のデフォルトパスワード

は  admin です。 [Symantec Antivirus Scan Engine Administration] ページが表示されま

す。 
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新 ScanEngine 5.1.4 
The new Symantec Scan Engine has several added features: 

• Spyware scanning 

• Adware scanning 
 URL Filtering - IMail currently does not support this feature 
 Content filtering (Dynamic Document Review) - IMail currently does not support this 

feature 

Scan Engine changes: 

 Scanning now uses ICAP mode on port 1344 rather than Native mode on Port 7777. 
 Scan Engine admin now requires SSL on port 8004. 
 The admin no longer uses a username. Only a password is required. If no password 

was set during installation then access is not restricted. 
 The User Interface has been modified for improved usability. 

 
以下のような多くの Symantec Antivirus Scan Engine Web Administrator のアンチウ

ィルスの設定をカスタマイズできます。 

 IMail Antivirus Server への HTTP バインドアドレス 

 IMail Antivirus Server を実行する HTTP ポート番号 

 Scan Engine Web Administrator パスワード 

 ログ情報の種類 
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 詳細については、[Symantec Antivirus Scan Engine Web Administrator] の [Help] 
をクリックしてください。 
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IMail Antispam について 

IMail Plus と ICS Premium (2006.2) 版には、Premium Antispam 技術が搭載されていま

す。Premium Antispam は、Mail-Filters™ の言語認識、手動調整、常時アップデート、

アンチスパム技術を特色としています。IMail Server では、オフサイトの識別とスパム

処理を組み合わせています。IMail Server に対して頻繁なアップデートを送信すること

により、Mail-Filters は最大のスパム捕捉率と低い false-positives (誤検知) を確保できま

す。 

IMail 製品ファミリーの製品にはすべて、標準アンチスパム機能が搭載されています。ア

ンチスパム機能は、スパムを識別し、スパムがお客様の inbox の動きを妨げないように

防ぐために管理者がカスタム設定します。メールメッセージは、必ずスパムが最大限に

検知されるようにフィルタとテストの階層をいくつか通過します。 
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個別にインストールした後、[IMail Administrator] の [アンチスパム] タブをクリックして 
[Premium Antispam 設定] にアクセスできます。 [ドメインレベルスパムフィルタ] ペー

ジが表示されます。 

 

[プレミアム設定] にアクセスするには、[プレミアムフィルタ] リンクをクリックします。 
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アンチスパム機能を使ってできること 
 電子メールアドレス、ドメイン、コンテンツフィルタリングを迂回するサブネット

マスクのホワイトリスト (トラステッドアドレス) を作成します。 
 電子メールメッセージが 既知のスパム送信 IP アドレスからのものかどうかを決め

るため、電子メールメッセージを設定可能な DNS ブラックリストと比較するために

接続フィルタリングを使います。 

 "Mail FROM" アドレスと HELO/EHLO ドメイン情報を検証する検証チェック (接続

フィルタリング) を有効にし、着信電子メールメッセージについての逆引き DNS 参
照を実行します。 

 偽造電子メールアドレス (スプーフされた電子メール) からの電子メール着信を停止

する能力を向上させるために、Sender Policy Framework (SPF)  機能を使用します。 

 Mail-Filters アンチスパム技術を使って、スパム防御を自動的に管理するには、

Premium Antispam フィルタ (ICS Premium、IMail Plus および IMail Secure Server 
スイートのみで利用可能) を使用します。Premium Antispam のフィルタ設定は、標

準アンチスパムフィルタ設定以前の着信メールに対して適用されます。 

 電子メールメッセージの件名や本文の中で、特定のスパムフレーズを検索するフレ

ーズリストを設定するには、フレーズフィルタリング (内容フィルタリング) を使用

します。 

 各メッセージを分析し、それがスパムかどうかを判断するために、統計的フィルタ

リング (内容フィルタリング) を有効にします。 

 偽装スパムに使用される可能性のある特定の HTML タグについて、メッセージを検

索するために HTML 機能フィルタリングを有効にします。 
 HREF および IMG SRC HTML タグとプレーンテキストメッセージに含まれるドメ

イン名 (URL) を検索する URL ドメインブラックリストを作成します。 

 MIME ヘッダが壊れた電子メールをスパムとして取り扱うために、broken MIME 
header フィルタリングを有効にします。 

 メールメッセージがスパムテストに失敗した場合、挿入されているスパムの X- ヘッ

ダに基づいてメッセージをトラップするために、配信ルールを設定します。 
 

アンチスパム機能へのアクセス 

アンチスパムオプションはサーバレベルとドメインレベルの 2 つのレベルからアクセ

スされます。 
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 サーバレベルの設定[IMail Administrator] の [システム] タブにマウスを合わせます。

次に、[DNS ブラックリスト] をクリックします。[DNS ブラックリスト] ページが開

きます。  
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サーバレベルで全ブラックリストを設定し、有効にするには、このページを使いま

す。ブラックリストは、IMail 電子メールドメインで使用できるようになる前に、す

べて、サーバレベルで設定されて有効化される必要があります。これにより、シス

テム管理者は、どのブラックリストに電子メールドメインの使用を許可するかを決

めます。[DNS ブラックリスト] ページで有効にされたブラックリストのみが、ドメ

イン (ホスト) レベル設定で使用できます。 

サーバブラックリストの追加、編集、削除には、[DNS ブラックリスト] オプション

を使用します。現在サーバ用に設定されているブラックリストはすべて、[DNS ブラ

ックリスト] に表示されます。詳細については、「IMail Administrator ヘルプ」 を
ご参照ください。 

 ドメインの設定 Click the IMail Administrator Antispam tab. The Antispam Settings 
page opens. 

 

選択したドメイン用にさまざまなアンチスパムフィルタを有効化、変更、無効化するに

は、[ドメインレベルアンチスパム] 設定を使用します。 

 [プレミアムフィルタ] (ICS Premium、IMail Plus および IMail Secure Server スイー

トのみのオプションです)IMail Server および ICS 標準に搭載されている標準アンチ

スパムフィルタに加えて、全自動スパム防御が提供されます。詳細については、以

下のページの「Ipswitch へのスパムの転送」をご参照ください。 

 統計フィルタ.その電子メールがスパムかどうかを決定するために電子メールメッ

セージの本文で各ワードを検査します。 

 フレーズフィルタ.電子メールメッセージの本文内でスパムフレーズを検索し、スパ

ムが入っているメッセージを識別します。 
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 HTML 機能フィルタ. �スパムの対象であるメッセージ内の HTML 機能を検索します。

メッセージが取り上げるべきスパムおよびスパムアクションとして識別されるには、

いくつの HTML 機能が an .htm ファイルに表示される必要があるのかを設定します。 

 URL ドメインブラックリストメッセージ内で URL リンクとして表示されるドメイ

ン名を検索し、そのようなメッセージに対して取られる処置を設定できます。 
 壊れた MIME ヘッダ結果的にスパム電子メールとなる MIME Header 特性を識別す

るには、[壊れた MIME ヘッダ] フィルタを使用します。 

 認証済みユーザについての内容フィルタリングの有効化認証済みユーザから受信し

た全メッセージに対して内容フィルタリングを有効にするにはこのオプションを選

択します。 

<注記>[認証済みユーザについての内容フィルタリングの有効化] オプションを選択した場合

でも、内容フィルタリングはシステムやホスト管理者から受信したメッセージに対して

は稼働しません。このことにより、メッセージがスパムとして間違って識別され、次に

管理者がそのメールを指定の受信者に転送した場合にメールが 2 度フィルタリングさ

れることを防止します。 

 SPF (Sender Policy Framework)Sender Policy Framework (DNS システムへの拡張

)を使用する電子メール送信者の強化認証を有効にします。偽造された (スプーフさ

れた) 電子メールアドレスからの電子メール着信を停止する管理者の能力が向上し

ます。 
 ［接続チェック］お客様のサーバに接続している者がブラックリストに載っていな

いことを確認します。 

詳細については、「IMail Administrator ヘルプ」を参照してください。 
 

Ipswitch へのスパムの転送 

ユーザがスパムメールを Ipswitch に転送すると、プレミアムスパムフィルタのパフォー

マンスが改善できます。Ipswitch は、そのスパム送信を確認し、スパム署名情報を追加

するために、そのスパムメールを Mail-Filters エディタに提出します。そうすれば、他

のユーザがスパムを削除する一助となるよう、その署名がグローバルデータベースで公

開されます。防御力を最大にするために、このグローバルデータベースは、2～3 分ごと

に IMail Server 上でアップデートされます。   

Ipswitch へスパムメールを転送するには : 
 If you receive a spam message in your mailbox, forward the email to 

reportspam@ipswitch.com 『mailto:reportspam@ipswitch.com』. 
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プレミアムスパムフィルタでは、誤検知電子メールをなくすことに焦点を置いてい

ます。ただし、お客様が誤検知メッセージを受信された場合、将来のスパムをなく

す助けとなるようグローバルデータベースに追加できるので、その電子メールをご

転送ください。 

Ipswitch へ誤検知スパムメールを転送するには : 

 お客様のメールボックスで誤検知スパムメッセージを受信された場合は、その電子

メールを falsespam@ipswitch.com 『mailto:falsespam@ipswitch.com』 までご転

送ください。 
 

mailto:falsespam@ipswitch.com
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この付録により、ドメインネームシステム (DNS) 上の背景情報と、メールサービスによ

る DNS の使い方が分かります。このセクションでは、DNS について簡単にご説明しま

すが、メールサーバと 他のメールサーバを検出するためにメールサーバが使用する 
DNS レコード に絞ってご説明します。 

DNS の操作法に精通されていない場合は、一般的な DNS に関する情報を入手するため

に、 O'Reilly and Associates 出版の『DNS と Bind』という書籍をお勧めいたします。 お
客様の DNS サーバーでの項目作成の情報についてはお客様の DNS サーバーの資料を

ご参照ください。 
 

DNS について 

DNS (ドメインネームサービス) は、お客様のホストコンピュータを稼働させているプロ

グラムがインターネット上で他のホストのアドレスを見つけることができるメカニズ

ムであり、インターネット上の他のホストがお客様を見つけることができるメカニズム

です。DNS は原則的に、インターネット構造のマップを提供しています。 

組織は、InterNIC を伴ったドメイン名を登録し、ホストがこの組織のドメインで使用す

るためのアドレスを入手する必要があります。例えば、ipswitch.com は登録されたドメ

イン名で、ipswitch.com に割り当てられたアドレスは 156.21.50.1 から 156.21.50.255 
です。ドメイン名の登録についての詳細は、http://www.internic.net の InterNIC’s Web 
サイトをご参照ください。 

インターネット上のすべてのホストは、ホスト名と IP (インターネットプロトコル) ア
ドレスを必ず持っています。ホストには好みのホスト名を付けることができます。ただ

し、その名前がお客様のドメインの中では他の同じ名前のない固有のものでなければな



 IMail 導入ガイド 

りません。例えば、ipawitch.com ネットワーク内のホスト名やアドレスの中には以下の

ようなものがあります。 

test1.ipswitch.com  156.21.50.1 

test2.ipswitch.com  156.21.50.2 

test3.ipswitch.com  156.21.50.3 

DNS サーバでは、こういったアドレスに対するホスト名のマッピングが提供されていま

す。 ipswitch.com の DNS サーバにより、Ipswitch の各ホストとそれに対応しているア

ドレスが一覧化されています。このようにして、ipswitch.com 以外のどのホストでも、

特定のホストのアドレスを検出するために  ipswitch.com の DNS サーバにクエリーを

行えます。一度アドレスを取得すると、そのクエリーを要求しているアプリケーション

はそのホストと直接通信できます。DNS サーバにクエリーを行うことは、“DNS 参照” ま
たは “参照” とも呼ばれていることにご注意ください。 

ipswitch.com 以外のあるホストが、ipswitch.com ネットワーク上のあるユーザにメール

を送る場合、そのホストは DNS サーバに対し、ipswitch.com が ipswitch.com のメール

ユーザを検出するようクエリーを行います。そうすれば、そのホストは、適切なユーザ

にそのメールを配信するメールサーバにメールを送信できます。 
 

メールサーバの DNS 使用法 

他のインターネットホストと通信する SMTP メールサーバはすべて、メールアドレスの

参照に DNS サーバを使用しています。メールサーバと DNS サーバの間の基本的な通信

は、受信･送信メールについて以下のように実行されています。 

受信メール :  

DNS サーバがどのようにしてメールアドレス参照に使用されているかをご説明するた

めに、別のインターネットホスト上のユーザがお客様の IMail Server ホストのユーザ (例
えば、fred@domain.com) にメールを送信したら何が起こるかといった例をお示ししま

す。 

1 あるユーザがお客様のユーザ、fred@domain.com にメールを送信します。 
2 メール送信サーバは、domain.com ネットワーク上の DNS サーバに対し、メール

サーバのホスト名を尋ねます。 DNS 内の MX (Mail eXchanger) レコードによりメ

ールサーバのホスト名が識別されます。  
3 domain.com の DNS サーバは、そのメールサーバのホスト名である MX レコード

の値、この場合、mail.domain.com を返信します。 
4 今度は、メール送信サーバは、domain.com ネットワーク上の DNS サーバに対し、

そのメールサーバホストのアドレス (mail.domain.com) を尋ねてきます。DNS 内の 
A レコードにより、IP アドレスへのホスト名がマップされます。 
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5 domain.com の DNS サーバは、メールサーバホストに対し、IP アドレス 
(156.50.1.5) の A レコードの値を返します。 

6 送信メールサーバは、受信メールサーバの IP アドレスに接続し、メールを送信し

ます。 

送信メール :  

お客様の IMail Server のユーザのうちの 1 人が、別のインターネットホスト上のあるユ

ーザに (例えば、 sam@widgets.com 宛てに )メールを送る場合、widgets.com ネットワ

ークの DNS サーバ上の MX レコードおよび A レコードの参照を行うのがお客様のメー

ルサーバだということを除いて、同じ手順が発生します。 

逆引き参照 

メールサーバの中には、受信メールについて、そのメールが有効であることを確認する

ために、アドレス上で “逆引き参照”を実行するものがあります。これには、メールを中

継するために不法に他人のメールサーバを使用する可能性がある大量送信者を阻止す

る意図があります。PTR レコードは、着信メールがメールサーバから発信されたもので

あり、ワークステーションから発信されたものではないことを確認することを意図して

います。逆引き参照を行うために、受信メールサーバは、送信メールサーバのネットワ

ーク上の DNS サーバに対して、送信サーバの IP アドレスが送信サーバのホスト名と一

致していることを確認するよう要求します。 

逆引き参照は、メールホスト用の PTR レコードを作成することにより DNS 内で有効に

なります。PTR レコードにより、ホスト名に対する IP アドレスがマップされます。 
 

DNS 内でのメールサーバレコードの設定 

DNS 内でお客様のメールサーバを設定するには、他のメールサーバがお客様のメールサ

ーバを検出して接続するために使用するレコードを作成する必要があります。最初に以

下を所有するように求める項目の作成 

 ローカルネットワークの登録インターネットドメイン名 (例えば、domain.com)。 

 ローカルネットワークの DNS サーバ。 
 

ローカルネットワークの DNS サーバの設定 
お客様のメールサーバが他のメールホストと通信できるようになる前に、DNS サーバが

お客様のメールサーバを認識するように設定する必要があります。DNS が機能するよう

に、正しく設定しなければ、IMail Server は、IMail Server 内にあるドメイン以外には、

メールを送信できません。 

お客様のネットワーク上の各メールホストのために、お客様の DNS 内に以下の項目を

作成する必要があります。 
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 メールドメイン用の MX レコード (例、domain.com)。MX レコードにより、メール

ホストのホスト名が識別されます。IP アドレスを持っていないメールホスト (仮想ホ

スト ) のみに MX レコードが必要となることにご注意ください。 

 メールホストのホスト名用の A レコード。A レコードにより、IP アドレスへのホス

ト名がマップされます。 
 メールホストの IP アドレス用の PTR レコード。PTR レコードにより、ホスト名に 

IP アドレスが割り当てられ、逆引き参照用に使用されます。 

 SPF レコードにより、お客様のメールサーバに関連している可能性がある偽造の (ス
プーフされた) 電子メールアドレスからの受信メールを防ぐために、他のメールサー

ビスが SPF フィルタリング (メールサーバ上でこの機能が利用可能になっている場

合) を使用できます。SPF レコードはより広範に実行されるので、SPF フィルタリ

ングはスプーフされた電子メールアドレスを識別する際により効果的になります。 
SPF レコードについての詳細は、「IMail Administrator ヘルプ」をご参照ください。 

利用可能な多くのベンダーからの DNS サーバがあるので、お客様の特定の DNS サーバ

のレコードの作成方法を説明できません。その代わり、単一のメールホストの基本的な

設定を使った例をお示しします。 
 

基本設定の例 
この例では、DNS サーバにクエリーを行い、応答を表示するために DNS 参照を使用し

ています。DNS サーバにクエリーを行うために、Windows NT コマンドラインプログラ

ムである、NSLOOKUP が使用できます。  If you are not familiar with this tool, we suggest 
the Ipswitch WS_Ping ProPack application, available as a demo at 
http://www.ipswitch.com/_download/main.asp?product=WP-0000 
http://www.ipswitch.com/_download/main.asp?product=WP-0000, which provides a 
graphical interface for querying a DNS server.WS_Ping ProPack で参照ツールを使用し

ます。 

メールサーバ用の DNS 項目を説明するために、典型的な小規模ネットワークからの例

を使い、以下の想定で開始します。 

 お客様には、ネットワークインターフェイスカード (NIC) をインストール済みのコ

ンピュータが 1 台あります。 
 このコンピュータの IP アドレスは、お客様のアドレスの範囲内の有効なアドレスに

対して設定済みです。例えば、 156.21.50.5. を使用します。 

 このコンピュータには、お客様のドメインで有効なホスト名を既に割り当て済みで

す。この例では、mail.domain.com を使用します。 

 お客様のメールサーバがダウンした際のバックアップとして稼働するように SMTP 
サーバをもう 1 つ既に割り当て済みです。この例では、cecil.domain.com を使用し

ます。 

このコンピュータのためには以下のレコードを設定する必要があります。 

 IMail を稼働しているコンピュータのホスト名 ( mail.domain.com) を指すドメイン 
domain.com の MX レコード。 
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 mail.domain.com 用の A レコード 

 mail.domain.com 用の PTR レコード 

このメールホスト上のユーザの電子メールは user@domain.com 宛となっています。 

まず、domain.com ネットワーク用のメールホストを検出するために、MX 参照を実施

します （ちょうど送信メールサーバが実施するように)。これをシミュレートするには、

以下を返すクエリータイプとして、WS_Ping ProPack の参照ツールで、[名前/アドレス] 
ボックスと MX に domain.com と入力します。 

  domain.com 

これは、mail.domain.com と cecil.domain.com がどちらも domain.com ネットワークの

メールホストであるということを示しています。cecil.domain.com ホストはバックアッ

プメールサーバです。数字は、メールホストの優先順位を示し、送信メールサーバに対

し最初に使用するメールホストがどちらになるかを示しています。数字が小さいほうが、

優先順位が高くなっています。この例の場合、mail.domain.com は他のメールサーバが

最初に使用するもので、cecil.domain.com は mail.domain.com がダウンした場合のみ使

用されます。 

バックアップのメールサーバの稼働方法についての詳細は、「IMail Administrator ヘル

プ」の「バックアップメールスプーラとしての IMail Server の設定」をご参照ください。 

ホスト名のみが、MX クエリーへの応答に返されます。メールサーバの送信には、メー

ルホストに接続できるようにこのホスト名の IP アドレスが必要です。送信メールサー

バは、優先順位第 1 位のメールホストの IP アドレス (A レコードで定義済み） を取得

するために別の DNS 参照を実行します。これをシミュレートするには、以下を返すク

エリータイプとして、WS_Ping ProPack の参照ツールで、[名前/アドレス] ボックスと A 
に mail.domain.com と入力します。 

  mail.domain.com 

cecil.domain.com の A レコードにクエリーを行えば、以下を取得します。 

  cecil.domain.com 

これで、mail.domain.com ホストの IP アドレスを使って、送信メールサーバはそのホス

トに接続し、メールを配信できます。この試行が成功すれば、さらに手順を進める必要

はありません。ただし、mail.domain.com ホスト がダウンした場合、この接続試行は失

敗し、送信メールサーバは、優先順位第 2 位の MX レコード、この場合 cecil.domain.com 
の試行が必要になります。 
 

DNS レコードサンプル 
当社の事例のネットワークについて DNS サーバにクエリーを行う DNS 参照ツールを

使う場合 (全情報については、詳細モードで)、以下のような項目が見られます。 

domain.com.IN MX   50 cecil.domain.com. 
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 IN MX 10 mail.domain.com 

 

cecil.domain.com.IN A  156.21.50.100 

mail.domain.com.IN A  156.21.50.5 

 

5.50.21.156.in-addr.arpa.,type = PTR 

 host = mail.domain.com 

5.100.21.156.in-addr.arpa.,type = PTR 

 host = cecil.domain.com 
 

その他の設定 
お客様の IMail Server に複数のメールホストがある場合、各ホストごとに、MX、A およ

び PTR レコードが必要です。 For more information, see "Setting Up DNS for Multiple 
Mail Hosts 『on page 9』". 
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